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臨
時
議
会
で

選
任

新
し
い
道
議
会
で
の
正
副
議

長
や
各
常
任
委
員
会
体
制
な
ど

を
決
め
る
臨
時
議
会
は
、
５
月

16
日
か
ら
22
日
の
日
程
で
開

催
さ
れ
、
議
長
に
は
村
田
憲
俊

議
員
（
後
志
地
域
）、
副
議
長
に

は
高
橋
亨
議
員
（
函
館
市
）
が
そ

れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
議
員
選
出
の
監
査
委

員
に
は
、
自
民
党
会
派
か
ら
冨

原
亮
議
員
（
渡
島
地
域
）
と
民

主
・
道
民
連
合
会
派
か
ら
北
口

雄
幸
議
員
が
選
任
さ
れ
、
鈴
木

直
道
新
知
事
か
ら
辞
令
を
受
け

ま
し
た
。

監
査
委
員
は
、
独
任
制
の
機

関
で
あ
り
、
道
が
執
行
す
る
事

務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か

な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
住
民
や

議
会
等
に
そ
の
情
報
を
提
供
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
監
査
委
員
は
、

独
立
の
執
行
機
関
と
し
て
、
公

正
不
偏
の
立
場
か
ら
監
査
を
実

施
し
ま
す
。
ち
な
み
に
監
査
委

員
室
は
、
道
庁
別
館
の
11
階
に

あ
り
ま
す
。

環
生
と

北
特
に

所
属

道
議
会
の
委
員
会
で
北
口
道

議
は
、
環
境
生
活
委
員
会
と
北

方
領
土
対
策
特
別
委
員
会
に
所

属
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

環
境
生
活
委
員
会
は
、
私
た

ち
が
生
活
す
る
上
で
必
要
な
交

通
安
全
や
消
費
者
、
ご
み
問
題
、

さ
ら
に
は
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
も

担
当
し
ま
す
。

来
年
の
４
月
24
日
に
は
、
白

老
町
に
ア
イ
ヌ
文
化
復
興
・
創

造
の
拠
点
で
あ
る
「
ウ
ポ
ポ
イ

（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）」
が
オ

ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

お
り
、
さ
ら
に
７
月
に
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
環

境
生
活
委
員
会
で
の
重
要
な
議

論
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
北
方
領
土
問
題
は
、
戦

後
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
不
法
に
占

拠
さ
れ
、
今
で
も
解
決
で
き
な

い
大
き
な
課
題
で
す
。
一
日
も

早
い
解
決
と
、
ロ
シ
ア
と
の
平

和
条
約
の
締
結
を
求
め
る
た
め
、

力
強
い
外
交
交
渉
を
後
押
し
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

世
論
喚
起
を
促
す
た
め
に
も
、

北
方
領
土
対
策
特
別
委
員
会
の

役
割
は
さ
ら
に
重
要
な
も
の
に

な
り
そ
う
で
す
。

監査委員に就任
新知事の新たなビジョンは示されず！

議
員
選
出
の
北
海
道
監
査
委
員
に
就
任
（
５
月

日
撮
影
）

村田議長（左）と高橋副議長（右）

喫煙室は設置せず

道 議 会 庁 舎

は、建設から既

に６０年以上が経過し、老

朽化が著しいことから、現

庁舎の西側に新しい庁舎の

建設が進められています。

新庁舎は、来年１月に完

成し5 月頃に引っ越す予定

ですが、北口道議が所属す

る民主・道民連合会派とし

ては、新庁舎内での喫煙は

しないことを決めました。

現在、新庁舎内に喫煙室

を求めているのは、自民党

会派だけですが、自民党会

派でもその是非について議

論を進めるとしています。
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新
鮮
味
の
な
い

道
予
算

鈴
木
新
知
事
が
提
案
し
た
政

策
補
正
予
算
案
は
、
一
般
会
計

に
２
５
１
３
億
円
を
追
加
し
、

当
初
予
算
と
合
わ
せ
た
総
額
は

２
兆
８
６
０
９
億
円
（
前
年
度

当
初
比
４
％
増
）
と
な
り
ま
し

た
。
知
事
は
、
選
挙
で
の
公
約
の

多
く
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
道
が

取
り
組
ん
で
き
た
も
の
を
踏
襲

し
た
新
鮮
味
の
な
い
施
策
ば
か

り
が
目
立
つ
予
算
と
な
り
ま
し

た
。

改
善
し
な
い
道
財
政

さ
ら
に
、
道
財
政
の
改
善
は

進
ま
ず
、
実
質
公
債
費
比
率
は

全
国
最
悪
の
水
準
で
、
２
０
２

６
年
度
に
は
早
期
健
全
化
団
体

に
指
定
さ
れ
る
早
期
健
全
化
基

準
の
25
％
に
迫
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
歳
入
で
は
道
債
を

７
１
５
６
億
円
と
見
込
ん
で
お

り
、
道
債
依
存
度
は
25
％
と
過

去
10
年
間
で
最
も
高
い
水
準
に

達
し
て
い
ま
す
。
ま
た
一
般
財

源
ベ
ー
ス
で
４
４
０
億
円
の
歳

入
不
足
と
な
る
見
通
し
で
す
。

道
債
残
高
は
過
去
最
高
の
５
兆

８
９
０
０
億
円
に
達
す
る
見
込

み
で
、
財
政
再
建
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

看
板
政
策
も
不
透
明

鈴
木
新
知
事
に
対
し
、
今
後

の
道
政
運
営
、
政
治
姿
勢
を
質

し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
「
現
計

画
・
方
針
に
沿
っ
て
」「
整
合
性

を
図
り
」
と
い
う
、
従
来
の
道
政

運
営
を
踏
襲
す
る
旨
の
答
弁
が

目
立
ち
、
道
政
執
行
方
針
に
掲

げ
た
３
つ
の
基
本
方
針
の
姿
形

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
選
挙
公
約

の
「
ほ
っ
か
い
ど
う
応
援
団
会

議
」
を
目
玉
政
策
と
し
て
打
ち

出
し
、
２
５
０
０
万
円
の
予
算

を
計
上
。
外
部
か
ら
資
金
を
獲

得
し
て
事
業
を
行
う
の
が
狙
い

と
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
活
性

化
や
財
政
再
建
に
ど
れ
だ
け
貢

献
す
る
の
か
な
ど
、
政
策
の
効

果
や
意
義
は
不
透
明
で
す
。

カ
ジ
ノ
調
査
に
３
百
万
円

カ
ジ
ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
誘
致
に

つ
い
て
知
事
は
、
道
独
自
に
道

民
の
意
向
を
調
査
す
る
考
え
を

示
し
、
補
正
予
算
案
に
道
民
の

理
解
を
促
進
す
る
た
め
の
普
及

活
動
費
と
し
て
３
０
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。
経
済
効
果
が

不
透
明
な
こ
と
に
加
え
、
依
然

と
し
て
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
へ

の
不
安
が
根
強
く
道
民
に
は
残

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

つ
い
て
は
、
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電

源
に
お
け
る
原
子
力
発
電
の
位

置
付
け
の
認
識
を
質
し
ま
し
た

が
、
国
の
基
本
計
画
に
追
従
す

る
姿
勢
が
透
け
て
見
え
ま
す
。

危
機
感
薄
い
農
業
政
策

北
海
道
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
に
つ
い
て
は
、
農
家
戸
数

の
減
少
や
担
い
手
不
足
が
深
刻

さ
を
増
し
て
い
る
状
況
に
も
関

わ
ら
ず
、
地
域
農
業
の
生
産
力

の
維
持
・
強
化
を
図
る
と
い
う

程
度
の
認
識
で
、
現
場
が
抱
え

る
課
題
へ
の
危
機
感
は
希
薄
と

言
え
ま
す
。
ま
た
、
国
際
交
渉
の

先
行
き
が
見
え
な
い
と
い
う
理

由
で
、
影
響
額
の
試
算
に
は
極

め
て
消
極
的
な
姿
勢
で
す
。

Ｊ
Ｒ
北
へ
支
援
、
２
億
円

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
路
線
問
題
に

つ
い
て
は
、「
単
独
で
は
維
持
困

難
」
と
し
た
８
区
間
を
対
象
に
、

２
年
間
に
限
り
と
い
う
こ
と
で

２
億
円
の
財
政
支
援
を
計
上
し

ま
し
た
。
現
在
の
経
営
状
況
を

招
い
た
原
因
と
な
る
国
鉄
民
営

化
を
行
っ
た
国
の
責
任
は
曖
昧

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
み
替
え
動
議
を
提
出

知
事
の
答
弁
は
総
じ
て
、
難

局
を
打
開
す
る
意
欲
に
欠
け
、

北
海
道
の
未
来
を
つ
く
り
あ
げ

て
い
く
方
向
性
が
示
さ
れ
な
い

ま
ま
に
終
始
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
議
論
経
過
な
ど
か

ら
わ
が
会
派
と
し
て
は
、
令
和

元
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
つ

い
て
は
、
組
み
替
え
を
求
め
る

動
議
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
否

決
さ
れ
た
た
め
反
対
し
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た

意
見
書

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
●
令
和
元
年
度

北
海
道
最
低
賃
金
改
正
等
に
関

す
る
意
見
書
●
新
た
な
過
疎
対

策
法
の
制
定
に
関
す
る
意
見
書

●
国
民
健
康
保
険
の
子
ど
も
に

係
る
均
等
割
保
険
料
（
税
）
軽
減

措
置
の
導
入
を
求
め
る
意
見
書

●
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書
●
道
路

の
整
備
に
関
す
る
意
見
書
●
義

務
教
育
の
機
会
均
等
の
確
保
と

教
育
予
算
の
確
保
・
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
●
私
学
助
成
制
度

に
係
る
財
源
措
置
の
充
実
強
化

に
関
す
る
意
見
書

第
二
回
定
例
道
議
会
報
告
（
６
月
20
日
～
７
月
12
日
）

第２回定例会で可決された補正予算
単位：千円

一般会計 特別会計 合 計

当初予算額 2,609,664,272 1,138,394,302 3,748,058,574

今回補正額 251,285,243 935,943 252,221,186

合 計 2,860,949,515 1,139,330,245 4,000,279,760
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↑
き
た
ご
り
ん
フ
ァ
ー
ム
で
の
作

業
風
景
・
田
植
え
（
５
月
26
日
）

木佐中富良野町長がラベンダーを PR（6 月 27 日）

↓
除
草
作
業
（
６
月
24
日
）

写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
４
月
～
６
月
）

屯田兵屋の清掃作業（4 月２6 日）士別地区森林組合通常総会で挨拶（4 月 27 日）

日ハム後援会の応援ツアーに参加（4 月 29 日）士別市九十九大学・大学院入学式（5 月 10 日）

士別高退連パークゴルフ大会で挨拶（6 月９日）士別市消防総合訓練大会で挨拶（6 月 24 日）

ＪＲ北海道労組旭川地本定大で挨拶（6 月 29 日）

山林での笹狩り作業（4 月 30 日）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
４
月
～
６
月
分
）

◆
４
月
21
日
【
牧
柵
整
備
】
▼
今

日
は
素
晴
ら
し
い
お
天
気
に
恵

ま
れ
、
市
民
２
７
０
名
が
参
加

し
、
士
別
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
る
羊
と
雲
の
丘
の
牧
柵
整

備
を
行
っ
た
。
や
は
り
、
人
数
で

あ
る
。
約
１
時
間
で
見
違
え
る

よ
う
に
牧
柵
が
き
れ
い
に
な
り
、

こ
れ
で
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
越

し
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
っ
て

い
る
。

◆
４
月
27
日
【
旭
川
地
区
メ
ー

デ
ー
集
会
】
▼
今
日
は
旭
川
地
区

連
合
会
（
高
橋
紀
博
会
長
）
の
第

90
回
統
一
メ
ー
デ
ー
集
会
に
参

加
。
集
会
の
前
段
に
は
、
ク
イ
ズ

ゲ
ー
ム
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
。

そ
の
後
の
集
会
で
は
、
７
０
０

名
の
働
く
仲
間
が
参
加
し
、
働

く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会

の
実
現
を
確
認
し
た
。
集
会
後

は
、
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
旭
川
市
内
を
デ
モ
行
進
し
、

格
差
是
正
や
平
和
を
守
る
こ
と

な
ど
を
訴
え
た
。

◆
５
月
31
日
【
士
別
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
】
▼

士
別
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
佐
藤
準
一
理
事
長
）
の
定
時

総
会
に
出
席
。
企
業
の
定
年
延

長
や
市
役
所
で
の
再
雇
用
な
ど
、

雇
用
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

確
保
に
は
苦
労
し
て
い
る
と
の

事
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
士
別
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ほ
ぼ
前
年
同
数
の
会
員
を
確
保

し
て
お
り
、
高
齢
者
の
雇
用
環

境
の
確
保
な
ど
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

◆
６
月
24
日
【
日
台
親
善
協
会
】

▼
士
別
市
・
剣
淵
町
・
和
寒
町
・

幌
加
内
町
で
構
成
す
る
「
士
別

地
域
日
台
親
善
協
会
（
西
本
護

会
長
）」
の
第
３
回
定
期
総
会
及

び
懇
親
会
に
出
席
。
今
日
の
懇

親
会
で
は
、
台
北
駐
日
経
済
文

化
代
表
処
札
幌
分
処
の
周
學
佑

処
長
を
お
招
き
し
、
士
別
地
域

と
台
湾
の
経
済
文
化
の
交
流
促

進
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
６
月
30
日
【
ビ
ー
ト
ま
つ
り
】

▼
今
年
で
５
回
目
と
な
る
「
士

別
ビ
ー
ト
ま
つ
り
（
菅
原
美
喜

雄
実
行
委
員
長
）」
に
参
加
。
士

別
ビ
ー
ト
ま
つ
り
は
、
２
年
に

１
度
で
２
０
１
１
（
平
成
23
）

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
▼
今

年
は
、
日
本
甜
菜
製
糖
株
式
会

社
が
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
６

月
に
創
設
さ
れ
て
ち
ょ
う
ど
１

０
０
年
、
そ
し
て
１
８
９
９
（
明

治
32
）
年
に
最
後
の
屯
田
兵
が

士
別
に
入
植
し
て
１
２
０
年
の

節
目
の
年
に
あ
た
り
、
そ
れ
ら

を
記
念
し
て
の
開
催
で
あ
る
。

今
年
は
素
晴
ら
し
い
お
天
気
に

恵
ま
れ
、
日
甜
士
別
工
場
構
内

の
特
設
会
場
は
多
く
の
皆
さ
ん

で
賑
わ
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp
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g
u

c
h

i.n
e
t/

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
」・

「
道
民
目
線
」・「
稼
ぐ
道
政
」。

こ
れ
は
、
鈴
木
知
事
が
知
事
選

挙
で
訴
え
て
い
た
言
葉
だ
▼
鈴

木
知
事
初
め
て
の
第
２
回
定
例

会
で
は
、「
何
が
ピ
ン
チ
で
、
ど

の
よ
う
な
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る

の
か
」
や
「
道
民
目
線
と
は
ど

の
よ
う
な
尺
度
で
判
断
す
る
の

か
」
な
ど
を
質
し
た
も
の
の
、

誰
も
が
判
る
答
弁
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
▼
唯
一
、
政
策
に
盛
り

込
ま
れ
た
の
が
、「
稼
ぐ
道
政
」

で
、『
ほ
っ
か
い
ど
う
応
援
団
会

議
』
の
創
設
だ
。
今
年
９
月
ま

で
に
は
設
立
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、「
ど
の
程
度
の
財
源
を
想
定

し
て
い
る
の
か
」
や
「
こ
の
事

業
が
市
町
村
の
地
域
振
興
に
ど

う
寄
与
す
る
の
か
」
な
ど
、
具

体
的
に
は
な
ら
な
か
っ
た
▼
言

葉
だ
け
の
政
策
は
い
ら
な
い
と

感
じ
た
の
は
、
私
だ
け
だ
ろ
う

か
・
・
・
。

（
ゆ
う
こ
う
）

牧柵整備に集まった皆さんと記念撮影

旭川地区メーデーのデモ行進にも参加

士別市シルバー人材センター定時総会

ビートまつりの関係者で記念撮影

士別地域日台親善協会で記念撮影


